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 「核兵器と原子力について」、平和案内人勉強会、2014年 7月 19日。 
 「世界の非核化と北東アジア・日本の役割」、国際シンポジウム「信頼醸成か
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  （２）外部委員 
 日本経済研究センター 特任研究員。 
 東京大学政策ビジョン研究センター 客員教授。 
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 日本科学技術振興機構社会技術研究センター 運営評価委員会（座長）。 
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 教育研究評議会委員（代理） 
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